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環境管理活動

製造本部長メッセージ

製造本部は、グローバルで戦っている中、世界同一品質および安定供給
をさらに充実させるために様々な取り組みを実施しています。例えば、積極
的な海外拠点への人材派遣、技能オリンピックによる生産技術の向上、
TPM導入による3ゼロ達成（クレーム・労働災害・重大設備事故）、グロー
バルに活躍できる人材の育成などです。さらに、各工場では、生産効率向
上、コスト削減、短納期化を目標にIoTおよびAI導入を段階的に進めてま
いります。
環境管理活動としては、省エネ化、廃棄物の削減、化学物質の適正管
理推進、工場隣接地域の清掃等の地域美化に取り組んでおります。

環境方針
あらゆる企業活動において環境との調和に配慮し、地球環境の保全と持続可能な社会を実現するために、環境マネ

ジメントシステムを構築し、全員参加のもとに次のことを実施します。

❶  事業活動において、環境関連法規およびその他の合意事
項の遵守のみならず、自ら規定類を定め、環境管理レベル
の継続的改善、環境汚染の予防および環境保全の支援を
推進します。

❷  安全性の確保された原材料を使用し、省エネ・省資源型製
品、リサイクル適合製品、生物多様性および生態系への負
荷の少ない製品等の環境に配慮した、様々な素材のプラス
チック製品等を社会に供給します。

❸   持続可能な資源の利用、気候変動の緩和と対応に関して、
可能な限り無駄を削減し、原材料の有効活用、使用エネル
ギーの極小化に努め、二酸化炭素排出量の削減と産業廃
棄物の削減を行い、地球環境・生物多様性および生態系へ

の負荷を軽減します。

❹  環境方針を含め社内規定類を文書化し、社員への教育・啓
蒙活動により、継続的な環境保全活動の定着化を図ります。

❺  環境方針達成のために環境目的およびできる限り数値化
した目標を設定し、定期的に自己評価を行い、進捗を適時
管理します。

❻  以上の活動を当社グループの活動に結び付け、各拠点に
おける地域環境・生物多様性および生態系保全に最大の
配慮を行い、安全な操業を確保します。

❼  適切かつ正確な情報開示を行い社会からの信頼と理解を
得ることに努めます。
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環境マネジメントシステム

環境マネジメントシステム組織図

管掌執行役員がトップに立ち、総括環境管理責任者の指揮のもと、各サイトに環境管理責任者を置き環境マネジメントシ
ステムを構築しています。

埼玉工場、三重工場、群馬工場
各環境管理責任者

環境対策委員会

本社、大阪支店、名古屋営業所
各環境管理責任者

環境対策委員会

研究開発センター
環境管理責任者

環境対策委員会

総括環境法規管理責任者

経営者による見直し会議

内部監査チーム

管掌執行役員

総括環境管理責任者
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SDGs
との関連

推進体制

環境マネジメントシステムを推進するため、主要な会議、委員会等の構成メンバー、機能を明確にしています。

会議、委員会名 構成メンバー 機能

経営者による
環境マネジメント見直し会議

全取締役、全執行役員
総括環境管理責任者 方針、目的および環境マネジメントシステムの妥当性評価

内部環境監査チーム 有資格内部監査員 適合性監査の実施

環境対策委員会 環境管理責任者、各部門長、各部門委員 環境目的・目標の設定、是正処置・予防処置の審議、環境問題の審議

総括環境管理責任者と環境管理責任者の役割

全社総括管理と各サイト管理の責任を明確にしています。

責任者名 役職名 役割

総括環境管理責任者 マネジメントシステム部長 全社の環境マネジメントシステムの構築・実施・維持

総括環境法規管理責任者 マネジメントシステム部長 環境関係法規等の管理

環境管理責任者 サイトの責任者（工場長等） サイトの環境マネジメントシステムの構築・実施・維持

緊急時対応

各サイト・各部門で想定しうる緊急事態を定め、緊急事態対応一覧表を作成し、定期的に訓練を実施しています。
当社は多量の化学物質・消防法危険物を原材料として購入・使用しています。そのため、化学物質の社外への流出防止お

よび消防法危険物起因の火災予防を最重点課題として取り組んでいます。2017年度は原材料の近隣への飛散があり、清
掃等を実施し原状の回復を行いました。

品質・環境の監査の体制
（1）内部監査
総括環境管理責任者の指示のもと、約100名の内部監査員によって毎年1回、品質、製品安全、化学物質管理をはじめとし

た環境マネジメントシステムの内部監査を行っています。2017年度は61部署で監査が実施され、40件の是正処置要求書
が発行され、観察事項を含めると260件の指摘件数がありました。指摘事項は、文書管理、記録管理、設備管理、責任者が曖
昧な手順が見つかり是正処置を実施しました。是正の継続を確認するとともにマネジメントシステムの改善・確実な実施を
図っていきます。
（2）外部監査
外部審査機関のISO9001・14001審査機関による2015年度版への移行審査を、本社、埼玉工場を対象に受審しまし

た。不適合0件、改善事項8件の指摘がありました。指摘がありました倉庫管理について改善しました。また、2017年度は
22社の顧客監査を受けました。指摘事項につきましては、適切に改善を実施しました。

環境との調和に配慮した企業活動を通じ、豊かな社会の
実現に貢献し、すべてのステークホルダーからの信頼に応
え得る企業の構築に取り組んでいます。

環境方針を設定し、全社全部門にて同規格を認証取得し
ています。
初回登録　2001年10月31日　　有効期限　2019年8月30日

ISO14001（2015）認証取得


